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第１ 鶴岡市人口ビジョンに係る基本項目          

■１ 鶴岡市人口ビジョンの目的 

 平成 17 年 10 月における市町村合併により東北最大の面積を誇ることとなった本市は、庄

内藩の城下町として繁栄してきた歴史を有し、学問や礼節を重んじる気風が脈々と受け継が

れるとともに、農山漁村集落で育まれてきた伝統文化や産物、広大な森林や多種多様な自然

環境など、価値溢れる様々な資源や特性に恵まれ、庄内地方の中心地として発展を続けてき

たものである。 

 一方で、本市を取り巻く状況として、少子高齢化に伴う人口の減少が急速に進展しており、 

特に平成 14年度以降は毎年千人を超える人口減が続くなど、極めて深刻な状況にある。 

そのため、本市では平成 26年度に「鶴岡市人口減少対策総合戦略会議」を設立し、分野横

断的な組織体制のもと、喫緊の最重要課題として人口減少対策に取り組んできた。 

その後、平成 26年 11月に、「まち・ひと・しごと創生法」が制定されたことから、国の「ま

ち・ひと・しごと創生長期ビジョン」の趣旨に鑑み、本市における人口の推移及び現状分析

を行うとともに、住民意識を共有し、目指すべき将来の方向と人口の将来展望を提示するこ

とを目的に、鶴岡市人口ビジョンを策定する。 

また、人口ビジョンは、鶴岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定にあたり、効果的

な施策の企画・立案に係る基礎となるものである。 

 

■２ 鶴岡市人口ビジョンの対象期間 

 鶴岡市人口ビジョンの対象期間については、25年後である 2040年（平成 52年）とし、 

市総合計画及び新市建設計画等との整合性を図るとともに、国立社会保障・人口問題研究所

による人口推計を基礎数値として用いるものである。 
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第２ 人口動向の分析                 

■１ 時系列による人口動向の分析 

（１）総人口の推移と将来推計（概要）  

本市人口の推移については、戦後の復興期から 1955 年（昭和 30 年）をピークとして増加

傾向にあったが、その後 1975 年(昭和 50 年)までの高度成長期の終焉において一時的に大き

く減少することとなった。 

その後、安定成長期に突入した 1975 年（昭和 50 年）から 1980 年（昭和 55 年）にかけて

は増加となった後、1980年代後半から 2000年（平成 12年）までにおいては、減少傾向には

あるもの緩やかな微減として推移していた。 

しかし、2000年以降は減少幅が急激に大きくなっており、2000年から 2010年（平成 22年）

においては、10 年間で約 1 万１千人（総人口の約 7％相当）が減少しており、依然その傾向

が続いている。 

 2015 年(平成 27 年)以降の数値については、国立社会保障・人口問題研究所（以降「社人

研」と表記）作成の推計値を用いており、2030年（平成 42年）には約 10万 8千人、2040年

（平成 52年）には約 9万 4千人まで減少するものと推計されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（人） 

（年） 
※国勢調査及び社人研推計値より 

【図表 1 総人口推移及び将来推計】 

社人研推計値 

総人口 
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（２）年齢 3 区分別人口の推移  

 1980年以降、総人口の減少が続くなか、生産年齢人口・年少人口についても総人口に比例

して減少が続いている状況にある。 

 特に、年少人口については 2000 年時点で約 2 万 2 千人であったものが、2010 年時点では

約 1 万 7 千人と、10 年間で約 5000 人・22％の減となるなど、少子化の進行が如実に数値に

表れている。 

一方、老年人口については、生産年齢人口が順次老年期に移行したこと、また、平均寿命

が延びていることなどの理由により、一貫して増加傾向にある。 

 

 [生産年齢人口] 生産活動の中心となる 15歳以上 65歳未満の人口 

 [年 少 人 口] 15歳未満の人口 

 [老 年 人 口] 65歳以上の人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 

※国勢調査及び社人研推計値より 

【図表 2 年齢 3区分別人口の推移及び推計】 
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（３）地域別人口の推移  

 平成 17年の旧 6市町村(鶴岡市・藤島町・羽黒町・櫛引町・朝日村・温海町)による合併以

降は、市内全体でも人口減少傾向が続いているが、旧市町村区である地区別に推移を考察す

ると、特に朝日地域・温海地域における減少が顕著である(図表 3)。 

 図表 4 については、昭和 30 年時点の地域別人口を 100%とした場合の割合を示したもので

あり、鶴岡市全域が低下するなか、鶴岡地域のみ高い数値を示している一方、朝日地域・温

海地域がいずれも 30%代まで低下していることがわかる。 

 この事由としては、純然な自然減等のほか、市内における他地域への転居等もその要因と 

見込まれる。 

 また、直近 5年間での地域別人口推移の詳細については、図表 5のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 3 地域別人口の推移】 

※国勢調査より 

（人） 
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【図表 4 昭和 30年時点人口を 100とした場合の人口割合推移】 

※国勢調査より 
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※鶴岡市住民基本台帳より 

【図表 5】 
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■２ 人口動態の推移 

（１）自然動態の推移 

 自然動態については、平成 7 年以降は死亡数が出生数を上回るためマイナスで推移してお

り、死亡数の増加と出生数の減少が同時に進行している。 

特に、死亡数の増加割合と比較して出生数の減少割合が大きいため、マイナス幅は年々拡

大傾向にある。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 6  自然動態の推移】 

※「山形県の人口と世帯数」より 

(人) 
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（２）社会動態の推移 

①転入・転出総数の推移 

 社会動態については、昭和 55年以降一貫して転出者数が転入者数を上回る状態、いわゆる

転出超過により減少が続いている。 

総人口の減少に比例して転入・転出数とも年々減少傾向にあり、平成 7年から 12年にかけ

ては若干転出超過から均衡に近づいたものの、平成 17年以降は、また転出超過が拡大傾向に

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【図表 7  転入・転出総数の推移】 

※「山形県の人口と世帯数」より 

(人) 
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②直近の年齢別転入・転出状況 

 平成 26 年 4 月から 27 年 3 月までにおける男女別・年代別の転入・転出状況は下表のとお

りであり、男女ともに 20代前半における転出数が最も高くなっており、若年層における転出

超過の大きな要因となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 8 平成 26年度年齢別転入・転出状況(男性)】 

【図表 9 平成 26年度年齢別転入・転出状況(女性)】 

※鶴岡市住民基本台帳より 
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③直近の人口移動の状況(地方別転入・転出状況) 

 平成 25年 10月から 26年 9月までの期間内における県内地方別及び県外との人口移動状況

については、下図のとおりである。 

県内各地方との移動状況については、庄内地方間での移動が転入・転出ともに最も多く、

69人の転出超過となっている。  

県外との移動状況については、県外からの転入者 1,656 人に対し、県外への転出者 2,212

人と、556人の転出超過となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

置賜から 78人 

置賜へ 82人 

(▲4人) 

庄内から 419人 

庄内へ 488人 

(▲69人) 

 

最上から 68人 

最上へ 52人 

(＋16人) 

村山から 415人 

村山へ  424人 

(▲9人) 

県外から 1,656人 

県外へ 2,212人 

(▲556人) 

【図表 10 地方別転入・転出状況】 

※「山形県の人口と世帯数」より 
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■３ 合計特殊出生率及び出生数の推移 

1人の女性が一生涯に出産する子どもの平均数となる合計特殊出生率※ については、 

平成 17 年までは大きく下降傾向であったもの、平成 22 年以降は上昇・下降を繰り返しなが

ら概ね同程度で推移しており、平成 25年時点では国・県平均を上回る 1.52となっている。 

 出生数については、総人口自体が減少し続けているため、合計特殊出生率の増減に関わら

ず減少していたが、平成 25年においては合計特殊出生率と出生数がいずれも前年を上回って

いる。 
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【図表 11  合計特殊出生率及び出生数の推移】 

 

 H2 H7 H12 H17 H22 H23 H24 H25 

鶴岡市 1.83 1.71 1.72 1.47 1.62 1.55 1.46 1.52 

山形県 1.75 1.69 1.62 1.45 1.48 1.46 1.44 1.47 

全 国 1.54 1.42 1.36 1.26 1.39 1.39 1.41 1.43 

 

【合計特殊出生率】:女性が出産可能な年齢を 15～49 歳と仮定した上、各年代の出生率を算出・合算することによって、 

人口構成の偏在を排除し、１人の女性が一生に出産する子どもの平均を示す数値 

※山形県保健福祉統計年報（人口動態統計編）より 

(人) 
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■４ 婚姻に係る分析 

（１）婚姻数と合計特殊出生率の推移 

 鶴岡市の婚姻数については、年々緩やかな減少傾向にある。 

 平成 17 年度の市町村合併以降では、平成 18 年に 1,158 件と前年比約 100 件の増となった

が、これをピークに横ばいから減少傾向にあり、直近の平成 25 年と平成 18 年とを比較する

と 265件の減(▲22.9%)となる。 

 また、婚姻数の減少とともに、出生数についても減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 12  婚姻数と合計特殊出生率の推移】 

※山形県保健福祉統計年報（人口動態統計編）より 

(件) 
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（２）平均初婚年齢の推移 

 平均初婚年齢の推移については、男女ともに一貫して上昇傾向にあるため、晩婚化の進行

が明らかであることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 13  平均初婚年齢の推移(男性)】 

【図表 14  平均初婚年齢の推移(女性)】 

※山形県保健福祉統計年報（人口動態統計編）、厚生労働省人口動態統計より 

(歳) 

(歳) 
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（３）未婚率の推移 

 未婚率については男女ともに上昇傾向にある。 

平成 12 年と平成 22 年とを比較すると、35～44 歳の未婚率が特に大きく上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【図表 15  未婚率推移(男性)】 

【図表 16  未婚率推移(女性)】 

※国勢調査より 

(％) 

(％) 

(歳) 

(歳) 
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■５ 産業別人口の推移 

(１)産業別人口の推移 

 第三次産業人口が人数・割合とも増加する一方、第一次産業人口の減少が顕著であること

がわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 17  産業別人口の推移】 

【図表 18  産業別就業人口割合の推移】 

※国勢調査より 

※国勢調査より 

(人) 

(％) 
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(２)直近の男女別・年齢別産業人口の状況 

 男女ともに、林業を除く第一次産業においては 60代以上が半数超の割合を示している。 

一方、製造業及び第三次産業では 40歳代以下の割合が半数超となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 19   年齢別産業人口割合(男性)】 

【図表 20  年齢別産業人口割合(女性)】 

※平成 22年度国勢調査より 
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第３ 将来人口の推計                 

■１ 将来人口推計 

（１）各種推計による将来人口の比較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2040年における総人口見込は、いずれの推計値においても10万人を下回る見込みであり、

①と②とでは約 6 千人の差が生じている。 

 このことからも、人口減少を抑制するために純移動率の影響が重要であることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①社人研推計値 

純移動率※を 2015～2020 年にかけ定率で縮小させ、以降の期間については縮小させた値

を一定として仮定したもの。 

②日本創成会議推計値 

社人研推計値に用いた純移動率を人口移動が収束しないものとして仮定したもの。 

 

◎合計特殊出生率についてはいずれも社人研推計に用いた仮定値を使用する 

 

※純移動率: 封鎖人口（転出入が一切なく生残率のみで規定されると仮定した理論上の人口）と実際人口との差である純

移動数に基づく実際人口に対する比率であり、コーホート要因法による人口推計の基礎数値となるもの 

【図表 21 各種推計による将来人口】 (人) 
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①社人研推計値について 

 

基準となる社人研推計値によると、2010 年（平成 22 年）に 136,623 人であった本市の人

口は 2040年（平成 52年）には 94,087人に減少すると見込まれ、生産年齢人口割合は 58.3％

から 49.9％へ、年少人口割合は 12.8％から 9.9％へ減少する一方、老年人口割合は 28.7％か

ら 40.2％へ大幅に増加すると予測している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表 22 社人研推計値】 

(人) 
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②日本創成会議推計値について 

 

日本創成会議においては人口移動が収束しないものとして推計しており、2010年（平成 22

年）に 136,623人であった本市の人口は、2040年（平成 52年）には 88,132人に減少すると

見込まれており、社人研推計値より約 6,000人少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【図表 23 日本創成会議推計値】 

(人) 
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第４ 人口の将来展望                 

■１ 目指すべき将来の方向について 

（１）現状及び課題の整理  

１．人口減少の進展 

 昭和 55 年の出生数は 2,086 人であったが、その後減少傾向にあり、平成 26 年には 892

人まで減少している。一方、死亡数は昭和 55年の 1,268人から増加を続けており、平成 26

年には 1,794 人となっている。こうしたことから、平成 7 年以降、自然動態がマイナスと

なっており、平成 26年には－902人で、近年では毎年 1,000人を超える自然減が続き、人

口減少の大きな要因となっている。 

 

２．老年人口割合の増加 

老年人口は昭和 30年から一貫して増加し、昭和 30年には 8,564人（構成比 4.8％） で

あったものが平成 22 年には 39,222 人となり、構成比は人口が減少していることもあり

28.7％と急激に高くなっており、今後もこの傾向は続くと想定される。 

こうした傾向が続くことにより、経済や産業、社会保障制度など社会全体に与える影響

はますます大きくなることが想定され、さらには地域コミュニティの崩壊や、地域活力の

低下、税収減による行政サービスの低下などにつながる懸念がある。 

 

３．特定地域での急激な人口減少 

総人口は昭和 30年をピークに一貫して減少しており、地域別にみると朝日地域と温海地

域の減少率が特に大きく、昭和 30年から平成 22年までの 55年間で約 60％減少している。 

一方、鶴岡地域では約 4％しか減少しておらず、地域により減少幅が大きく異なっており、

これは、自然減だけでなく、地域間での移動を含む社会減が大きな要因と考えられる。 

今後、人口減少が一層進むことが想定されるなか、地域によっては集落機能の維持が困

難な地区が出てくることが懸念され、こうした現状に対応した拠点整備が求められる。 

 

４．転出超過状態の進行 

昭和 55年の転入者数は 5,448人、転出者数は 5,737人で 289人の転出超過となっており

以降一貫して転出超過の状態が続いているが、転出超過数は 500 人前後で推移している状

況で大きな変化はない。 

ただし、転入者、転出者ともに減少傾向にあり、平成 26年には転入者 2,636人、転出者
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3,258人となり、平成 55年の約半数となっており、人口移動全体の減少が伺える。 

また、年齢別の転入、転出状況をみると、16歳から 25歳までの転出超過が近年では 600

人程度と非常に大きく、高校卒業後の進学や就職によるものと推測される。 

今後はこうした若年層の地元定着や、Uターンの促進を進める他、地域の魅力を一層高め

Iターン者を増加させることにより、転出超過を解消することが求められる。 

 

５．第一次産業従事者の減 

産業別の就業者数を見ると、第一次産業は昭和 30 年には 42,427 人であったものが平成

22 年には 6,566 人となり約 85％減少している。第二次産業については、昭和 30 年から増

加傾向にあり平成 7年には 28,041人、構成比 18.8％まで増加したが、それ以降減少してお

り、平成 22年には 19,645人、構成比 14.4％となっている。第三次産業についても昭和 30

年より一貫して増加していたが平成 17年の 41,463人、構成比 29.1％をピークに減少に転

じている。 

一方、非就業者数は人口減少に伴い漸減しているが、構成比は 50％前後で大きな変化は

ない。 

人口減少に伴い就業人口は減少しているが、その中でも第一次産業の減少が大きく特に

農業、漁業では就業者の高齢化も進んでいる。また、増加してきた第二次、第三次就業者

数も近年は減少に転じており、労働市場の縮小が伺える。さらに、非就業者数の減少率は

人口の減少率に比べて小さく、高齢者の増加が一つの要因と考えられ、労働力の減少が続

くなか今後はこうした非就業者を活用することが必要となってくる。 

 

６．合計特殊出生率及び出生数の低下 

合計特殊出生率は平成 2 年の 1.83 から平成 17 年までは下降傾向にあり、それ以降は上

昇、下降を繰り返しているが、総じて下降傾向にあり、平成 25年は 1.52となっている。 

また、合計特殊出生率と同様に出生数も減少し、平成 2 年には 1,528 人だったものが、

平成 26年には 892人まで減少しており、24年間で約 600人少なくなっている。  

今後は、子育て環境の整備を進め出生数の増加を図ることが求められるが、急激な増加

は考えにくく、長期的な視野で対応することが必要であり、基本的には以下で記述する婚

姻数をどう増やすかが課題である。 

 

７．婚姻率の低下 

婚姻数は平成 10年の 775組から減少傾向が続いており、平成 25年には 450組と約 42％

減少している。 

また、平均初婚年齢も上昇しており、男性は平成 10年の 28.7歳から平成 24年には 30.6
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歳、女性は平成 10 年の 26.5 歳から平成 24 年には 29.1 歳と男女ともに約２歳上昇してい

る。 

未婚率は、特に女性の 35 歳から 44 歳の年代での上昇が大きく、平成 12 年から平成 17

年まで約 10％上昇している。 

こうした晩婚化や婚姻数の減少が出生数の減少にも大きく影響していると思われること

から、社会全体で未婚者が結婚に向けた活動を行いやすい環境を整えることが必要である。 
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（２）住民意識の現況(アンケート調査による結果) 

 

将来展望を導くための基礎となる住民の意向・意識について、下記のとおり調査した。 

 

１．調査概要 

 ・実施時期 平成 27年 6月 

 ・調査方法 郵送による配布・回収 

  ※配布・回収・集計等については㈱フィデア総合研究所に委託したもの 

 ・調査対象・項目 テーマ毎下記のとおり設定 

 

①出産・子育等に関する調査 

  ・調査対象 市内在住の１歳～中学 3年生までの児童の保護者 

  ・発送件数 1,077件 

  ・回答数   594件 

  ・回収率   55.2％ 

 

②移住・定住に係る意識調査(転出者対象) 

・調査対象 平成 26年度内に鶴岡市から他市町村へ転出した方 

  ・発送件数  600件 

  ・回答数   179件 

  ・回収率   29.8％ 

 

③移住・定住に係る意識調査(転入者対象) 

・調査対象 平成 26年度内に他市町村から鶴岡市に転入した方 

  ・発送件数  600件 

  ・回答数   193件 

  ・回収率   32.2％ 

 

２．調査結果の抜粋 
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①出産・子育等に関する調査 抜粋 

鶴岡市が子育てしやすいと思う理由をお聞かせください。［複数回答］ 

 

鶴岡市が子育てしやすいと思わない理由をお聞かせください。［複数回答］ 

 

66.7

53.5

32.5 32.0
27.6

17.5 17.1

10.1
7.0

2.2

66.7

46.2

41.0

30.8

12.8
10.3

17.9

5.1

20.5

7.7

67.0

54.8

30.9 31.9 30.3

19.1
17.0

11.2

4.3
1.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

自
然
が
豊
か
で
あ
る

助
け
て
く
れ
る
人

(

親
族
・近
所
等)

が
い
る

治
安
が
良
い

医
療
環
境
が
充
実
し
て
い
る

子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
る

子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所
や

イ
ベ
ン
ト
が
充
実
し
て
い
る

食
品
が
安
全
で
あ
る

助
成
制
度
が
充
実
し
て
い
る

教
育
環
境
が
充
実
し
て
い
る

そ
の
他

（％）

全体(n=228) 男性(n=39) 女性(n=188)

45.7
41.7

37.0
32.3

29.1

20.5 19.7 18.1

11.0
6.3

2.4

8.7

38.5

61.5

23.1
23.1

23.1

38.5

15.4

7.7

15.4

0.0 0.0

15.4

46.5

39.5 38.6

33.3
29.8

18.4 20.2 19.3

10.5
7.0

2.6

7.9

0.0
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40.0
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育
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る
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保
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い
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育
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し
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環
境

(

育
休
、
産
休
、
子
ど
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の
病
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伴
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休
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・早
退
が
取
れ
な
い
等)

子
育
て
支
援
が
不
十
分
で
あ
る

就
職
し
に
く
い

交
通
機
関
が
不
便
で
あ
る

物
価
が
高
い

保
育
所
に
入
れ
な
い

(

保
育
所
が
少
な
い)

頼
れ
る
人
が
近
く
に
い
な
い

自
然
環
境
が
厳
し
い

そ
の
他

（％）

全体(n=127) 男性(n=13) 女性(n=114)
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②移住・定住に係る意識調査(転出者対象) 抜粋 

鶴岡市に転居を希望する理由は何ですか。［複数回答］ 

 

あなたが鶴岡市に転居したいと思わない理由は何ですか。［複数回答］ 

 

 

70.0 67.8

26.7

17.8 16.7

7.8
5.6 3.3

1.1

8.9

1.1

65.8

55.3

26.3

23.7 23.7
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0.0
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制
が

整
っ
て
い
る

福
祉
に
関
す
る
支
援
施
策
、
施
設

が
充
実
し
て
い
る

労
働
環
境
が
整
っ
て
い
る

そ
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他

不
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（％）

全体(n=90) 男性(n=38) 女性(n=51)

40.8 38.8
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14.3 12.2

6.1 6.1

2.0
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0.0
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安
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（％）

全体(n=49) 男性(n=25) 女性(n=24)
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③移住・定住に係る意識調査(転入者対象) 抜粋 

鶴岡市に定住を希望する理由は何ですか。［複数回答］ 

 

あなたが鶴岡市に住み続けたくないと思う理由は何ですか。［複数回答］ 

 

62.6
57.4

24.3

17.4

10.4 7.8
5.2 3.5 3.5

6.1

66.1

47.5

18.6
22.0
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史･
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て
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環
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実
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て
い
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働
環
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て
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福
祉
に
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す
る
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援
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策
、
施
設
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実
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て
い
る

そ
の
他

（％）

全体(n=115) 男性(n=59) 女性(n=56)
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て
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な
い

福
祉
環
境
が
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い
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い
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が
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な
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（％）

全体(n=44) 男性(n=26) 女性(n=18)
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３．調査結果からの考察 

 

①出産・子育てについて 

●子どもの人数について、理想とする人数は「3人」が約 6割で最も多いが、現実的な人 

数（現在の人数＋予定している人数）となると「2人」が約 5割で最も多くなっている。 

また、平均人数を求めると、理想とする人数が「2.8人」、現実的な人数が「2.3人」 

であり、理想とする子ども人数を実現しづらい状況がうかがえる。 

理想より現実的な子どもの人数が少ない理由としては、「年齢や健康面」、「子育ての段

階でかかる費用負担面」を挙げる人が多い。 

 

●出産支援に係る実施施策はおおむね評価を得ているが、一方では施策の評価を保留す

る人も相当数存在していることから、支援施策の充実・改善も然ることながら、子育

て中の保護者がきちんと評価できるような取り組みも求められる。 

 

●家庭での子育てに対する関わり方について、母親は約 7 割が積極的に関わっているの

に対し、父親や祖父母で積極的に関わっているのは共に約 4 割と差が開いており、母

親への負担が集中しているとも捉えることができる。出生数の増加を目指す上で、父

親や祖父母の子育てへの積極参加による負担の分散が求められる。 

 

●「子育て支援医療給付事業」、「健康診査、予防接種の実施」といった支援施策への評

価が非常に高い一方、要件が限定される支援施策は評価も下がる傾向がうかがえる。 

 

●子育てにおける不安や負担としては、「金銭的負担」が約 7 割と大多数を占め、また、 

子育てしやすい環境づくりに必要なこととしては「教育費の負担軽減」が約 5割、「医

療費の負担軽減」と「職場の理解と協力」が約 4割などとなっている。 

よって、子育てにかかる総合的な金銭的な負担を軽減する取り組みと職場環境の改善

が求められているものと考えられる。 

 

●子育てのしやすさについては、約 4割が「子育てしやすい」と回答しており、 

世帯収入別では収入が上がるにつれて「子育てしやすい」の割合が高くなる傾向があ

るが、世帯収入が少ない家庭にとって、“子育てしやすいまち”となっていない現状が

伺える。 
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②人口移動(移住・定住)について 

●鶴岡市の魅力について、転入・転出者共に「自然環境や景色」が最も多く、「家族･親 

 類･友人が近くにいる」「治安のよさ」「歴史･文化環境の豊かさ」などが上位に挙がっ 

ている。 

一方、不満を感じていた点としては、「除雪、暴風など冬の生活が大変」に次いで、 

「労働環境が整っていない」がいう意見が多くなっており、移住・定住を促進する上

でも労働・雇用の拡充が特に求められているものと考えられる。 

 

●転出者のうち、再び当市に転居したい意向がある人は約 5割で、特に若年層ほどその 

意向が高まる傾向がある。理由としては、「自然環境や景観を気に入っている」、「家族･ 

親類･友人が近くにいる」を挙げる人が多い。 

一方、転居したいと思わない理由としては、「交通の便が悪い」「土地･住宅を所有して 

いない」を挙げる人が多い状況にある。 

 

●転入者のうち、このまま当市にする定住する(したい)意向があるのは約6割であった。 

このうち、20歳代、30歳代の定住意向は比較的高くなっており、理由としては、 

「自然環境や景観を気に入っている」、「家族等が近くにいる」を挙げる人が多い。 

一方、住み続けたくない理由としては「交通の便が悪い」、「買物などに不便」を挙げ

る人が多い。 

 

■意見・提案から 

転出者からは、目指す都市像といった今後のまちづくりのあり方についての意見のほ

か、道路網の整備や公共交通の利便性向上に関する意見などがあった。 

一方、転入者からは、労働環境の改善、雇用創出を望む意見のほか、他都市と比べて 

子育てや女性に対する支援が足りないとの意見、景観や観光資源に関する意見などが

あった。 
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（３）基本目標の設定 

本市における人口の現状と課題、住民意識調査の結果を踏まえて策定する、鶴岡市まち・

ひと・しごと創生総合戦略に次の基本目標を設定し、暮らしやすい魅力ある地域社会の形成

と将来にわたって活力ある地域の維持・発展をめざす。 

 

1．地域にしごとを増やし、安心して働けるようにする 

（１）活力にあふれた強い地域経済を実現するための取組み 

①地域資源を活かした産業イノベーションの推進  

②地域金融機関と連携した地域経済活性化への取組み 

（２）観光振興のための地域の連携体制の強化 

①ユネスコ食文化創造都市の高度ブランド化を中核とした観光地域づくりを推進する 

地域 DMO の育成・支援 

②地域資源を活用した観光コンテンツづくり 

③観光消費拡大等のための受入環境整備 

（３）農林水産業の成長産業化の推進 

①ユネスコ食文化創造都市の高度ブランド化を中核とした農林水産物の付加価値の向上 

②農業への若者就業を促進するための取組み 

③林業の成長産業化 

④漁業の持続的発展 

 

２．地域への新しいひとの流れをつくる 

（１）地域への移住希望者に対する支援の強化 

①地域移住希望者の視点・立場に寄り添った支援体制の充実 

②空き家・中古住宅等を活用した居住促進 

（２）企業の地方拠点強化策を活用した誘致活動の推進 

 ①国関係研究機関等の地方移転策の活用 

 ②域外企業の市内への機能移転又は市内拠点拡充の促進支援 

（３）地方高等教育・研究機関の一層の活性化の推進 

①本市地域の高等教育・教育機関における学生の地域活動に対する支援強化 

②地元高等学校、小・中学校と連携した若者回帰、地元定着の促進 

③公民連携型の地域活性化を担う人材の育成 
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３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

（１）地域の実態に即した少子化対策の推進 

①地域の実態に即して若い世代が子育てしやすい働き方の促進 

（２）結婚・妊娠・出産・子育て支援 

①妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援 

②婚活活動の一層の促進 

③地域の特色を活かした幼児・学童保育の推進 

 

４．時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守る 

（１）コンパクトシティの形成 

①社会基盤整備、遊休資産活用に関する政策間連携の推進 

②ひとの流れと活気を生み出す地域空間の形成 

 ③住環境の向上につながる空き家対策の推進 

 ④まちづくり活動に関する専門人材の育成・確保と公民連携・地域連携の推進 

 （２）「小さな拠点」の形成(集落生活圏の維持) 

 ①地域住民による集落生活圏の将来像の合意形成 

 ②地域の課題解決のための持続的な取組体制の確立 

 ③地域で暮らしていける生活サービスの維持・確保 

 ④地域における仕事・収入の確保 

 ⑤中山間地域等の持続性の確保 

（３）地域医療介護提供体制の整備等 

 ①地域医療の維持に向けた医師確保対策の推進 

（４）安全安心なくらしづくり 

 ①安全安心なコミュニティづくり 

（５）ふるさとづくり 

 ①まちづくり実践者の育成 
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■２ 人口の将来展望 

（１）将来展望に係る仮定値について 

①合計特殊出生率 

将来展望に用いる合計特殊出生率については、国長期ビジョン及び山形県人口ビジョンに

おける 2040年時点の目標値が 2.07であることを勘案し、本市においても 2020年に1.6程度、

2030 年に 1.8 程度まで段階的に上昇した上、2040 年には人口置換水準である 2.07 まで引き

上がることを目標として設定する。 

 

 

年  度 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045以降 

合計特殊出生率 1.52 1.51 1.62 1.73 1.84 1.95 2.07 2.07 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②純移動率 

目指すべき将来の方向及び基本目標を踏まえた各種施策の実施により、年次的に流出人口

が抑制されるとともに流入人口の増加が期待される。 

また、その効果が段階的に反映されることによって、転出超過状態が 2030年を目途に解消

に転じること、また、2040年時点での生産年齢人口割合が約 5割を維持することにより、安

定的な運営を可能とする地域の実現を展望する。 

よって、2015年以降の年少人口・生産年齢人口における純移動率が段階的に上昇するもの

とした上、2045年以降に順次上昇が収束するものとして仮定する。 

【図表 24 合計特殊出生率仮定値】 
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（２）将来展望における人口推移及び中長期見込 

前項(１)の仮定値に基づく本市の将来展望人口は下表のとおりであり、2040年時点で 

105,729人、2060年時点では 104,163人となることが見込まれる。 

なお、社人研推計値においては 2040 年時点で 94,087 人、2060 年時点では 67,186 人とそ

れぞれ推計されるため、各定点における推計人口の差(2040年時比＋11,642人・ 

2060 年時比＋36,977 人)が、まち・ひと・しごと創生総合戦略による施策効果であるといえ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 

将来展望 136,623 130,047 123,009 116,894 111,980 108,378 105,729 104,396 103,721 103,718 104,163 

社人研推計 136,623 129,801 122,799 115,534 108,290 101,175 94,087 86,926 79,994 73,399 67,186 

 

 

施策効果 

【図表 25 将来展望推計値と社人研推計値との比較】 

(人) 
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（３）将来展望における年齢区分別人口の推移 

将来展望における生産年齢人口については、総人口の減少と比例するように 2045年まで減

少傾向が継続するが、以降は緩やかに改善し、2060 年時点で 54,105 人まで回復すると見込

まれる。 

 また、年少人口については、2030年までは減少傾向にあるが、施策効果による合計特殊出

生率の上昇等が反映されることにより、以降は緩やかに増加するよう推移する見込みである。 

 

 

 

00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 

年少人口 17,527 15,517 14,104 13,248 12,984 13,166 13,663 14,143 14,358 14,320 14,499 

生産年齢 79,803 73,243 66,454 61,515 57,825 55,309 52,637 51,544 51,857 53,387 54,105 

老年人口 39,293 41,287 42,451 42,131 41,171 39,903 39,429 38,709 37,506 36,011 35,559 

 

(人) 

【図表 26 将来展望推計値における年齢区分別人口】 
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（４）将来展望における高齢化率の推移 

社人研推計値における高齢化率については、年々上昇の一途をたどることにより、2040 

年時点で 40.2％、2060年時点で 41.2％と高い値で推移することが予測される。 

一方、将来展望推計値においては、2020年までは社人研推計値同様に急激な上昇とはなる

ものの、2025年以降は施策効果の表出により合計特殊出生率と純移動率が改善されるため緩

やかな伸びへ移行し、2040 年の 37.3%をピークとして、2060 年には 34.1%まで低下するもの

と見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 

将来展望 28.8% 31.8% 34.5% 36.0% 36.8% 36.8% 37.3% 37.1% 36.2% 34.7% 34.1% 

社人研推計 28.8% 32.0% 34.8% 36.6% 37.9% 38.7% 40.2% 41.2% 41.4% 41.0% 41.2% 

 

施策効果による 

高齢化率の減 

(年) 

【図表 27 将来展望推計値及び社人研推計値における高齢化率の推移】 



鶴岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略   鶴岡市人口ビジョン 

 

35 

 

（参考）将来展望における年齢 10 歳階級別人口推移 
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（参考）男女別人口ピラミッドの比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 22年度】(国勢調査より) 
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